
Ｂ－２ 学級活動計画案  

第６学年 学級活動の計画 
（１）学級や学校生活の充実と向上に関する 

こと 
（２）日常の生活や学習への適応及び健康や 

安全に関すること 
合計 

２５ １０ ３５ 
 
月 主題 時数 指導のねらい 

４ １ 学級のめあてと組織 

２ ●学校の組織と縦割

り班活動 

３ ◎新入生歓迎集会 

 

４ ◎新入生歓迎集会 

１ 

１ 

 

１ 

 

１ 

・最上級生としての役割を自覚する。 

・学校のお兄ちゃん、お姉ちゃんとしての役割と仕事を理解す

る。 

・縦割り班活動を生かした新入生歓迎集会『和倉春スプリング

祭り』を成功させよう。 

・新入生歓迎集会を通して、学校のお兄ちゃん、お姉ちゃんと

認められよう。 

５ ５ ★運動会への参加と

役割 

６ ◎運動会での応援合

戦      

７ ★運動会での縦割り

班長としての気配り 

８ 運動会を振り返る 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

１ 

・縦割り班のリーダとして、自主的・自発的に運動会に参加す

る意欲を高める。 

・紅組、白組のリーダとして、応援合戦を盛り上げ、運動会を

よりよきものにする。 

・入場、行進、整列など下級生のお手本となるような集団行動

を理解する 

・運動会の振り返りを行い、自分の役割の意義を確認する。 

６ ９ 避難訓練 

 

10 事故に注意  

 

11 歯の健康 

12 ☆１年生をプールに

招待しよう 

１ 

 

１ 

 

１ 

１ 

 

・非常の場合、安全な避難ができるように、避難の仕方を理解

する。 

・水の中での事故を知ることにより、事前に事故を防ぐ能力を

身につける。 

・予防と早期治療の必要性を理解する。 

・安全に楽しく１年生をプールに入れる意義とその活動内容を

考える。 

７ 13 一学期の振り返りと

夏の計画 

14 学校合宿を楽しもう 

１ 

 

１ 

・一学期の学習及び生活を振り返り、夏休みの生活及び二学期

のめあてとする。 

・クラス全体で夏の思い出をつくる。 

９ 15 宿泊体験について 

16 交通安全について 

 

17 ◎わくわくテーリン  

   グ 

１ 

１ 

 

１ 

 

・２泊３日の宿泊体験の意義と活動を知る。 

・交通安全の大切さと、自分の命は自分で守る必要性を理解す

る。 

・後期の縦割り班がスムースに進行するようにテーリングの意

義と各自の役割を知る。 

10 18 ◎わくわくテーリン   

   グ 

19 後期児童会スタート 

20 健康つくり運動 

 

21 本の選び方、読み方 

１ 

 

１ 

１ 

 

１ 

・協力が必要な五年生に手助け願うと共に、その仕事内容を伝

える。 

・任命式を整然と行う準備を整える。 

・目の愛護ディにちなんで、目を大切にする意識を深め、一足

早くかぜについての知識を深め、今出来る予防（うがい・手

洗い・汗拭き）を全体で実行する。 

・読書に親しむことができるようその環境を整える。 



11 22 友達再発見  

 

23 友達再発見 

24 和倉小再発見 

25 六年生の恩返し 

１ 

 

１ 

１ 

１ 

・クラスの友達のよさを再発見することでクラスの人間関係を

更に高める。 

・友達のよさを発表しあう。 

・自分達の学校のよさを改めて知ることで、愛校心を深める。 

・お世話になった自分達の学校に何ができるのかを話し合う。 

12 26 卒業制作 

27 ◎大縄跳び大会の準

備 

28 二学期の振り返りと

冬休みの計画 

１ 

１ 

・制作活動の計画を話し合う。 

・縦割り対抗大縄跳び大会の運営と、大縄のまわしかたを理解

する。 

・二学期の学習及び生活を振り返り、冬休みの生活及び三学期

のめあてとする。 

１ 29 一年の計は元旦にあ 

  り 

30 雪国の生活 

１ 

 

１ 

・新学期のスタートとともに中学進学をひかえ決意を新たにす

る。 

・雪道の歩き方や、危険な箇所などを理解することで事前に事

故を防止する。 

２ 31 スキー教室 

 

32 火事に注意 

33 卒業アルバムをつく

ろう 

１ 

 

１ 

１ 

 

・楽しい思いでとなるようスキー教室の事前学習を行う。 

・冬季の暖房について理解し、火事の怖さを学ぶ。 

・思い出となるアルバムの写真を選び、個人の思いを文集に綴

る。 

３ 34 ■思いで祭り 

35 感謝の気持ちで卒業 

式   

１ 

１ 

・ゆずり葉のごとく、学校のリードを下級生に託す。 

・晴れの日を迎えるに当たり、感謝の気持ちをもって卒業生と

しての態度を身につける。 

※学級活動は、学級を単位として活動するものであるが、この学級活動の成果が、次の何につな

がるかを明確に意識させて取り組むために区分わけを行った。 

☆次に５年、６年生で協力しての活動につながるもの     

●次に５年、６年生で協力し学校全体を動かすときにつながるもの    

★次に縦割り班単位で行うもの際につながるもの 

◎次に５年、６年生で協力し縦割り班を活用して学校全体を動かす際につながるもの     

■4 年、5 年生で協力し縦割り班を活用して学校全体を動かすもの 

 無印は、学級独自のもの 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


